
　

二
〇
一
一
年
二
月
一
〇
日
（
木
）

―
一
二
日
（
土
）、「
第
二
回
ア
ジ
ア

専
門
図
書
館
国
際
会
議
」（Inter-

national Conference of Asian 
Special Libraries

―ICoASL2011
）

が
「
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
獲
得
を
め

ざ
し
て
―
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け

る
専
門
図
書
館
革
新
の
重
要
性
」

を
テ
ー
マ
に
日
本
の
国
連
大
学
で

開
催
さ
れ
た
。
世
界
七
五
カ
国
に

約
一
万
一
〇
〇
〇
人
の
会
員
を
有

し
、
ア
メ
リ
カ
に
本
部
を
置
く
専

門
図
書
館
協
会
（
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
の
地

域
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ア
ジ
ア
ン

チ
ャ
プ
タ
ー
の
主
催
で
、
第
一
回

は
二
〇
〇
八
年
に
イ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
情

報
専
門
家
に
よ
る
研
究
や
取
り
組

み
の
成
果
報
告
と
情
報
・
知
識
の

共
有
を
目
的
に
、
今
回
は
日
本
の

専
門
図
書
館
協
議
会
と
共
同
開
催

さ
れ
、
各
国
か
ら
約
二
〇
〇
名
が

参
加
し
た
。
会
期
中
、
都
心
部
で

雪
が
降
り
、
初
め
て
雪
を
見
た
参

加
者
に
喜
ば
れ
た
。

　

一
〇
日
の
基
調
講
演
で
は
、
二

〇
一
〇
年
Ｓ
Ｌ
Ａ
会
長
のAnne 

Caputo

氏
（
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

社
、
ア
メ
リ
カ
）
が
、

「Living
 in
 the new

 
norm

al

―Global trends 
a
ll k

n
o
w
le
d
g
e 

professionals should 
understand

」
と
題
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

不
況
に
よ
る
予
算
削
減
、

情
報
流
通
の
変
化
、
技

術
革
新
等
、
従
来
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
に
変
化
を

も
た
ら
し
た
世
界
的
な

動
き
を
背
景
に
、

Facebook

や
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
登
場
を
迎
え
た
新
た

な
生
活
環
境
の
中
、
情
報
専
門
家

と
し
て
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
、

対
応
し
て
い
く
か
、
示
唆
に
富
ん

だ
講
演
を
行
っ
た
。

　

招
待
講
演
で
は
、Xiaolin 

Zhang

氏
（
中
国
科
学
院
国
家
科

学
図
書
館
）、
二
〇
一
一
年
Ｓ
Ｌ
Ａ

ア
ジ
ア
ン
チ
ャ
プ
タ
ー
代
表
のBP 

Prakash

氏
（Tata Consultancy 

Services

、
イ
ン
ド
）、
守
住
信
貴

氏（
電
通
総
研
ナ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

室
）、Kay Sook Park

氏
（
韓
国

電
子
通
信
研
究
院
図
書
館
）、

Scott D
avidson

氏
（Abso lute 

Asia Asset M
anagem

ent

、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
）
が
、
デ
ジ
タ
ル
時
代

に
お
け
る
自
館
の
運
営
や
自
国
の

図
書
館
事
情
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

こ
の
う
ち
、
中
国
、
韓
国
、
日
本

の
事
情
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
自
然
科
学
や
科
学
技
術
分

野
の
国
家
研
究
機
関
で
あ
る
中
国

科
学
院
は
、
国
内
三
二
カ
所
に
専

門
分
野
に
特
化
し
た
九
七
機
関
を

設
置
し
、
約
一
万
人
の
研
究
者
や

院
生
を
有
し
て
い
る
。
北
京
の
国

家
科
学
図
書
館
や
蘭
州
、
成
都
、

武
漢
の
分
館
で
は
専
任
の
主
題
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
を
配
備
し
、
専
門

的
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と

戦
略
的
な
情
報
分
析
を
行
い
、
よ

り
組
織
的
に
研
究
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
図
書
館
の
存
在
意
義
を

堅
持
し
て
い
る
。
一
方
、
韓
国
の

専
門
図
書
館
で
は
図
書
館
ス
ペ
ー

ス
や
運
営
に
係
る
人
員
の
削
減
と

い
う
日
本
と
共
通
の
問
題
を
抱
え
、

そ
の
解
決
の
糸
口
と
し
て
、
自
ら

が
新
た
な
市
場
を
創
造
し
、
低
コ

ス
ト
で
高
付
加
価
値
を
提
供
す
る

こ
と
で
利
潤
を
最
大
化
す
る
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
「
ブ
ル
ー
・
オ
ー

シ
ャ
ン
戦
略
」
の
活
用
を
提
案
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
電
通

総
研
ナ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
室
の
よ

う
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
お
い
て
即

時
性
が
求
め
ら
れ
る
専
門
図
書
館

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
を
生
か

し
て
あ
ら
ゆ
る
情
報
源
を
活
用
し
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
付
加
価

値
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
元
Ｓ
Ｌ
Ａ
会
長
のStephen 

Abram

氏
が
、
情
報
専
門
家
と
し

て
最
新
技
術
を
学
習
す
る
こ
と
の

重
要
さ
を
述
べ
る
と
同
時
に
、
戦

略
的
に
研
鑽
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
強
調
し
た
。

　

一
日
目
の
終
わ
り
に
は
優
秀
論

文
賞
授
賞
式
が
あ
り
、
約
六
〇
点

の
応
募
か
ら
イ
ラ
ン
と
日
本
の
二

論
文
に
対
し
て
第
一
位
、
二
位
が

授
与
さ
れ
た
。
二
位
を
受
賞
し
た

の
は
、
当
研
究
所
学
術
研
究
リ
ポ

ジ
ト
リ
（
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
）
の
取

り
組
み
を
報
告
し
た
論
文

「Aim
ing at im

prov ing access to 
research output through the 
Institutional Repository

」
で
あ

る
。
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
（https://ir.

ide.go.jp/dspace/

）
は
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
デ
ー
タ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

と
し
て
Ｒ
ｅ
Ｐ
Ｅ
ｃ
等
の
国
際
的

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
連
携
し
、
研
究

成
果
の
検
索
や
閲
覧
を
よ
り
効
果

的
に
行
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

る
。
検
索
可
能
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

等
の
付
加
価
値
を
提
供
し
、
研
究

成
果
の
世
界
的
な
認
知
度
を
高
め

た
点
で
、
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
の
事
例

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
過
分
な
評
価
に
戸
惑
い
も

あ
る
が
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
を
頂
き
、
開
催
国
の

発
表
者
と
し
て
大
変
光
栄
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
今
後
も
研
究
所
の
成

果
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

一
一
日
の
応
募
論
文
発
表
は
四
回

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
、
各

六
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
は
、「
専
門
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
新
局
面
」「
親
組
織

の
戦
略
的
方
向
性
に
沿
っ
た
サ
ー

ビ
ス
」「
専
門
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
戦
略
的
方
向
性
、
ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
業
績
評
価
」「
利

用
者
調
査
、
満
足
度
指
標
と
利
用

者
の
信
頼
構
築
の
た
め
の
尺
度
」

で
あ
る
。
イ
ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ラ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
か
ら
の
発
表

第
二
回

ア
ジ
ア
専
門
図
書
館
国
際
会
議
開
催
報
告

澤
田
裕
子

大会の風景
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者
が
学
術
的
、
実
務
的
な
内
容
の

報
告
を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。
優
秀
論
文
賞
の
一

位
を
受
賞
し
た
イ
ラ
ン
の

「D
eveloping user-centered 

displays for literary w
orks in 

digital libraries
―Integrating 

bibliographic fam
ilies, FRBR and 

users

」
は
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発

表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、Ferdow

si 
University of M

ashhad

の
図
書

館
情
報
学
部
の
教
員
と
博
士
課
程

修
了
生
が
、
文
学
作
品
を
収
録
し

た
電
子
図
書
館
の
検
索
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
モ
デ
ル
（
注
）

と
利
用
者
の
視
点
を
基
に
検
索
結

果
を
再
構
築
す
る
方
法
を
考
案
し
、

相
互
に
関
連
す
る
文
学
作
品
を
論

理
的
に
配
列
し
て
、
よ
り
利
用
者

の
期
待
に
沿
っ
た
結
果
を
提
示
す

る
可
能
性
を
模
索
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　

最
終
日
の
一
二
日
は
図
書
館
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
、
午
前
中
に
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
図
書
館
、
午
後
に

江
戸
東
京
博
物
館
図
書
館
を
訪
問

し
た
。
当
研
究
所
で
は
、
ま
ず
、

事
業
の
概
要
を
説
明
し
、
次
に
時

間
を
か
け
て
図
書
館
を
見
学
し
て

頂
い
た
。

　

今
回
の
会
議
に
お
い
て
は
、
イ

ン
ド
か
ら
の
参
加
者
が
最
も
多
く
、

議
論
に
参
加
す
る
姿
勢
も
常
に
積

極
的
で
同
国
の
経
済
的
、
社
会
的

発
展
の
勢
い
を
反
映
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
を
は
じ

め
、
各
国
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
た

ち
と
情
報
を
交
換
し
、
親
し
い
関

係
を
築
く
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
っ
た
。

（
さ
わ
だ　

ゆ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

図
書
館
）

（
注
）

資
料
媒
体
が
多
様
化
す
る
な
か
、

目
録
を
作
成
す
る
上
で
書
誌
レ

コ
ー
ド
は
何
に
関
す
る
情
報
を
提

供
す
る
の
か
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の

観
点
か
ら
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
役
割

を
規
定
し
、
共
通
認
識
を
得
る
た

め
の
概
念
モ
デ
ル
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国

際
図
書
館
連
盟
）
に
よ
っ
て
一
九

九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
。（http://

w
w
w
.ifl a.org/fi les/cataloguing/

frbr/frbr_2008.pdf

）

表彰状を受ける当館坂井職員、筆者

執務室

入り口

新　   聞 各種
ペーパー類

雑　誌

ロッカー
ルーム

マイクロ
ＡＶ庫

新
聞
庫
1

販売書籍
陳列コーナー

資料相談コーナー

マ
イ
ク
ロ
A
V

資
料
閲
覧
席

カ
ウ
ン
タ
ー

WC

参考図書

国
際
機
関

日
本

西
欧
・
北
米

東
ア
ジ
ア

東
南
ア
ジ
ア

南
ア
ジ
ア・中
央
ア
ジ
ア

東
欧・中
東・北
ア
フ
リ
カ

アフリカ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

オ
セ
ア
ニ
ア

O
P
A
C

EV

EV

アジア経済研究所図書館新フロア図

  アジア経済研究所図書館各階レイアウトの変更のお知らせ

１階 各国の雑誌、新聞が配架されています。

各階の配架のレイアウトを 3 月に変更いたしました。2 階の本の配列がすべて地域別になります。
従来の２階にあった分野別の和書は、4-2 階へ移動いたしました。

3 月 11 日に発生した地震により図書館では書庫に被害を受け、復旧作業のため臨時休館しておりま
したが、4 月 1 日に部分開館いたしました。利用可能範囲はウェブサイトをご参照下さい。利用者
の皆様にはご不便をおかけいたしますこと、深くお詫び申しあげます。今後ともよろしくお願いい
たします。

1階における資料企画展示
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EV

統計資料
（ヨーロッパ・北アメリカ）

和雑誌

統計資料
（日本）

吹き抜け
和　書 EV

EV

グループ
学習室

WC

吹き抜け OPACOPAC

製本雑誌 閉架書庫閉架書庫

アジア・アフリカ諸言語資料 中国語資料

中国語資料

コリア語資料 EV

洋書 -1998

WC

吹き抜け

統計資料

OPACOPAC

EV

EV

執務室 新聞庫2 地図庫

WC

吹き抜け
OPACOPAC

EV

EV

世界

発展途上国

アジア

東
ア
ジ
ア

東
南
ア
ジ
ア

南
ア
ジ
ア

中
央
ア
ジ
ア

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

アフリカ

ラテンアメリカ

オセアニアヨーロッパ /
北アメリカ /
先進国

2階 1998年 10 月以降に受け入れた本が
地域 /地域別に、和書、洋書の別なく
配架されています。

3階 3階には各国の統計資料が地域別に配架されています。
さらに 1998 年 9月までに受け入れた洋書が
分野別に並んでいます。

4-1階 中国語、コリア語、アジア・アフリカ諸言語（アラビア語・
トルコ語・タイ語・インドネシア語など）の資料、
および製本雑誌（バックナンバーを綴じたもの）が
配架されています。

統計資料の一部（日本、ヨーロッパ・北アメリカ）
及び 1998 年 9月までに受け入れた和書が配架されています。4-2階

2階から4階までは大きな吹き抜けを取り囲む
ように書架が配置されている

3階の閲覧机と蔵書検索端末ブース

製本された雑誌が4階の電動移動書架に収納
されている

4－2階の和書
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